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大
村
市
個
人
情
報
保
護
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
収
集
の
制
限
）
 

第
４
条
 
略
 

２
 
略
 

３
 
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除

き
、
本
人
か
ら
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
 

(
1
)
～
(
6
)
 
略
 

(
7
)
国
、
独
立
行
政
法
人
等
（
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１

５
年
法
律
第
５
７
号
）
第
２
条
第
９

項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
を

い
う
。
以

下
同
じ
。
）
他
の

地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地

方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
１
５
年
法
律
第
１
１
８
号
）
第
２
条
第
１
項

に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を

い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
の
収
集

が
事
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
ず
、
か
つ
、
当
該
収
集
に
よ
っ
て
本
人
の
権

利
利
益
を
不
当
に
侵
害
す
る
お
そ
れ

が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

(
8
)
略

４
 
略
 

（
収
集
の
制
限
）
 

第
４
条

 
略
 

２
 
略
 

３
 
実
施
機
関
は
、
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除

き
、
本
人
か
ら
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
～
(
6
)
 
略

 

(
7
)
国
、
独
立
行
政
法
人
等
（
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の

保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
１
５
年
法
律
第
５
９
号
）
第
２
条
第
１
項
に

規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
他
の
地
方
公
共
団

体
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
１
５
年
法

律
第
１
１
８
号
）
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
の
収
集
が
事
務
の
遂
行
上
や
む
を
得
ず
、
か
つ
、

当
該

収
集

に
よ

っ
て

本
人

の
権

利
利

益
を

不
当

に
侵

害
す

る
お

そ
れ

が

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

(
8
)
略

４
 
略
 

（ 1 ）



大
村
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職

員
）
 

第
２
条
 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の

条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ

る
職
員
と
す
る
。
 

(
1
)
略

(
2
)
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
非
常

勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員

ア
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非

常
勤
職
員

(
ｱ
)
そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休

業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１

歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い

う
。
）
（
第
２
条
の
４
の

規
定
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
２

歳
に
達
す
る
日
）
ま
で
に

、
そ
の
任
期
（
任

期
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す

る
こ
と
及
び
引
き
続
い
て
任
命

権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特

定
職
」
と
い
う
。
）
に
採

用
さ
れ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
非
常

勤
職
員

(
ｲ
)
略

イ
・
ウ
 
略

（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職

員
）
 

第
２
１
条
 
育
児
休
業
法
第
１
９
条
第
１

項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に

掲
げ
る
職
員
と
す
る
。
 

(
1
)
略

(
2
)

勤
務

日
の

日
数

及
び

勤
務

日
ご

と
の

勤
務

時
間

を
考

慮
し

て
規

則
で

定
め
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤

職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
２
８
条
の

５
第
１
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務

の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
再
任

（
育
児
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）
 

第
２
条
 
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に
掲
げ

る
職
員
と
す
る
。
 

(
1
)
略

(
2
)
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員

ア
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
職
員

(
ｱ
)
任
命
権
者
を
同
じ
く
す
る
職
（
以
下
「
特
定
職
」
と
い
う
。
）
に

引
き
続
き
在
職
し
た
期
間
が
1
年
以
上
で
あ
る
非
常
勤
職
員

(
ｲ
)
そ
の
養
育
す
る
子
（
育
児
休
業
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す
る
子

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
１
歳
６
か
月
に
達
す
る
日
（
以
下
「
１

歳
６
か
月
到
達
日
」
と
い

う
。
）
（
第
２
条
の
４
の

規
定
に
該
当
す

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
２

歳
に
達
す
る
日
）
ま
で
に

、
そ
の
任
期
（
任

期
が
更
新
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
更
新
後
の
も
の
）
が
満
了
す

る
こ

と
及

び
特

定
職

に
引

き
続

き
採

用
さ

れ
な

い
こ

と
が

明
ら

か

で
な
い
非
常
勤
職
員

(
ｳ
)
略

イ
・
ウ
 
略

（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
）
 

第
２
１
条
 
育
児
休
業
法
第
１
９
条
第
１
項
の
条
例
で
定
め
る
職
員
は
、
次
に

掲
げ
る
職
員
と
す
る
。
 

(
1
)
略

(
2
)
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員
（
地
方

公
務

員
法

第
２

８
条

の
５

第
１

項
に

規
定

す
る

短
時

間
勤

務
の

職
を

占

め
る
職
員
（
以
下
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
） 

（ 2 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

用
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。

）
を
除
く
。
）
 

（
妊
娠
又
は
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
が

あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
措
置
等
）
 

第
２
５
条
 
任
命
権
者
は
、
職
員
が
当
該
任
命
権
者
に
対
し
、
当
該
職
員
又
は

そ
の
配
偶
者
が
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し

た
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
事
実

を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、
育
児
休
業
に
関
す
る
制
度
そ

の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
育
児
休
業
の
承
認
の
請
求
に
係
る
当

該
職

員
の

意
向

を
確

認
す

る
た

め
の

面
談

そ
の

他
の

措
置

を
講

じ
な

け
れ

ば
な
ら
な
い
。
 

２
 
任
命
権
者
は
、
職
員
が
前
項
の
規
定

に
よ
る
申
出
を
し
た
こ
と
を
理
由
と

し
て
、
当
該
職
員
が
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

（
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
）
 

第
２
６
条
 
任
命
権
者
は
、
育
児
休
業
の

承
認
の
請
求
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
職
員
に
対
す
る
育
児
休
業
に
係
る

研
修
の
実
施

(
2
)
育
児
休
業
に
関
す
る
相
談
体
制
の

整
備

(
3
)
前
２
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
育
児
休
業
に
係
る
勤
務
環
境
の
整
備

に
関
す
る
措
置

（
委
任
）
 

第
２
７
条
 
略
 

ア
特

定
職

に
引

き
続

き
在

職
し

た
期

間
が

１
年

以
上

で
あ

る
非

常
勤

職
員

イ
勤

務
日

の
日

数
及

び
勤

務
日

ご
と

の
勤

務
時

間
を

考
慮

し
て

規
則

で
定
め
る
非
常
勤
職
員

（
委
任
）
 

第
２
５
条
 
略
 

（ 3 ）



大村市消防団員給与条例及び大村市消防団員の任免等に関する条例の改正

概要（第８号議案及び第９号議案関係） 

１ 改正の理由 

  国の「消防団員の処遇等に関する検討会」の報告を踏まえ、消防団員の処遇改

善の一環として、以下のとおり改正するものである。 

２ 改正の内容 

(1) 出動報酬の見直し等（第８号議案関係）

現 行 改正案 

火災・

風水害

等 

１回につき 4,500円（12時間を超え

たときは２回分を支給） 

① １回につき 8,000円。ただし、

４時間以内の場合は 4,500 円 

② 従事時間が８時間を超えたと

きは４時間ごとに4,000円を加算 

警戒・

訓練等 

１回につき 4,500円 変更なし 

※ 上記の見直しと合わせて、機能別団員（所属分団内での火災・風水害等に

おける消防団活動に参加する団員）について、職務報酬の額を定める。 

・ 職務報酬 年額 10,000円（出動報酬は基本団員と同額）

(2) 消防団員の休団制度の導入（第９号議案関係）

消防団員が長期間その職務を遂行できない場合（※）、あらかじめ任命権者

の承認を得た上で、３年を超えない範囲内で消防団活動の休止ができるものと

する。 

※具体的には、

・産前産後に休養し、又は育児を行う場合

・仕事の転勤等で一時的に市外に転出する場合

・心身の故障のため、長期の療養を要する場合

・介護に従事する場合 などを想定 

３ 施行日 

  令和４年４月１日 

（ 4 ）



大
村
市
消
防
団
員
給
与
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

改
正
後

改
正
前

（
出
動
報
酬
）
 

第
４
条
 
出
動
報
酬
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
支
給
す
る
。
 

(
1)

水
火
災
及
び
天
災
地
変
等
に
際
し

、
消
防
作
業
に
従
事
し
た
場
合
 
１

回
に
つ
き
 
８
，
０
０
０
円
。
た
だ
し
、
消
防
作
業
に
従
事
し
た
時
間
が

４
時
間
以
内
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
４
，
５
０
０
円

(2
)
警
戒
及
び
訓
練
等
に
従
事
し
た
場
合
 
１
回
に
つ
き
 
４
，
５
０
０
円

２
 
前
項
第
１
号
本
文
の
場
合
に
お
い
て

、
１
回
当
た
り
の
消
防
作
業
に
従
事

し
た
時
間
が
８
時
間
を
超
え
た
と
き
は
、
８
，
０
０
０
円
に
、
８
時
間
を
超

え
る
４
時
間
ご
と
に
４
，
０
０
０
円
を
加
算
し
た
額
を
出
動
報
酬
と
し
て
支

給
す
る
。
 

別
表
（
第
３
条
関
係
）
 

職
務
報
酬
 

種
別
 

基
本
団
員
 

機
能

別

団
員
 

団
長
 

副
団
長
 
分
団
長
 
副

分
団

長
 

部
長
 

班
長
 

そ
の
他

の
団
員
 

金
額
 

円
 

8
2,
5
00
 

円
 

6
9,
0
00
 

円
 

5
0,
5
00
 

円
 

4
5,
5
00
 

円
 

3
7,
0
00
 

円
 

3
7,
0
00
 

円
 

3
6,
5
00
 

円
 

1
0,
0
00
 

（
出
動
報
酬
）
 

第
４
条
 
出
動
報
酬
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
支
給
す
る
。
 

(
1)

水
火
災
及
び
天
災
地
変
等
に
際
し
、
消
防
作
業
に
従
事
し
た
場
合
 
１

回
に
つ
き
 
４
，
５
０
０
円

(2
)
警
戒
及
び
訓
練
等
に
従
事
し
た
場
合
 
１
回
に
つ
き
 
４
，
５
０
０
円

別
表
（
第
３
条
関
係
）
 

職
務
報
酬
 

種
別
 

団
長
 

副
団
長
 

分
団
長
 
副

分
団

長
 

部
長
 

班
長
 

そ
の
他

の
団
員
 

金
額
 

円
 

8
2,
5
00
 

円
 

6
9,
0
00
 

円
 

5
0,
5
00
 

円
 

4
5,
5
00
 

円
 

3
7,
0
00
 

円
 

3
7,
0
00
 

円
 

3
6,
5
00
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大
村
市
消
防
団
員
の
任
免
等
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
休
団
）
 

第
４
条
の
３
 
団
員
は
、
長
期
間
そ
の
職
務
を
遂
行
で
き
な
い
場
合
、
任
命
権

者
の
承
認
を
得
て
、
消
防

事
務
へ
の
従
事
の
休
止
（

以
下
「
休
団
」
と
い
う
。
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 
休
団
の
期
間
は
、
３
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
と
す
る
。
た
だ
し
、
任
命
権

者
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
は
、
そ
の

期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 
休
団
を
し
て
い
る
団
員
に
は
、
休
団

の
期
間
中
、
報
酬
を
支
給
し
な
い
。
 

４
 
休
団
を
し
て
い
る
団
員
は
、
職
務
に
復
帰
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
任
命

権
者
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
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大
村
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
損
害
補
償
を
受
け
る
権
利
）
 

第
２
条
 
略
 

第
３
条
 
略
 

２
 
損
害
補
償
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担

保
に
供
し
、
又
は
差
し
押

さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

（
損
害
補
償
を
受
け
る
権
利
）
 

第
２
条
 
略
 

第
３
条
 
略
 

２
 
損
害
補
償
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
、
担

保
に
供
し
、
又
は
差
し
押

さ
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
傷
病
補
償
年
金
又
は
年
金
で
あ
る
障

害
補

償
若

し
く

は
遺

族
補

償
を

受
け

る
権

利
を

株
式

会
社

日
本

政
策

金
融

公
庫
又
は
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
に
担
保
に
供
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。
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大
村
市
財
政
調
整
基
金
等
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
設
置
）
 

第
１

条
 

本
市

財
政

の
健

全
な

る
運

営
を

図
る

た
め

、
次

の
基

金
を

設
置

す

る
。
 

名
称
 

目
的
 

略
 

地
域
振
興
基
金
 

  

１
 

活
力

あ
る

ま
ち

づ
く

り
等

地
域

振
興

を
図

る
た

め
の

大
規

模
な

土
木

そ
の

他
の

建
設

事
業

の
経

費
そ

の
他

必
要

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ
り
生

じ
た
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
 

２
 

長
期

に
わ

た
る

財
源

の
育

成
の

た
め

に
す

る
財

産
の

取
得

等
の

た
め

の
経

費
の

財
源

に
充
て
る
た
め
 

  
モ

ー
タ

ー
ボ

ー
ト

競
走
事
業
収
益
基
金
 

１
 

公
共

施
設

等
の

整
備

の
た

め
の

財
源

に
充

て
る
た
め

 
２

 
市

債
の

う
ち

公
共

施
設

等
の

整
備

の
た

め
に

発
行

し
た

も
の

の
償

還
の

財
源

に
充

て
る

た
め
 

 （
積
立
て
）
 

第
２
条
 
前
条
の
表
に
掲
げ
る
基
金
(
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
)
は
、
毎
年

度

次
の
各
号
に
掲
げ
る
基
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
積
み

立
て
る
。
 

(
1
)
 
財
政

調
整
基
金
、
減
債
基
金
及
び

地
域
振
興
基
金
 
一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
で
定
め
る
額
 

(
2
)
 
略
 

２
 
略
 

（
設
置
）
 

第
１

条
 

本
市

財
政

の
健

全
な

る
運

営
を

図
る

た
め

、
次

の
基

金
を

設
置

す

る
。
 

名
称
 

目
的
 

略
 

地
域
振
興
基
金
 

１
 

活
力

あ
る

ま
ち

づ
く

り
等

地
域

振
興

を
図

る
た

め
の

大
規

模
な

土
木

そ
の

他
の

建
設

事
業

の
経

費
そ

の
他

必
要

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ
り
生
じ
た
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
 

２
 

長
期

に
わ

た
る

財
源

の
育

成
の

た
め

に
す

る
財

産
の

取
得

等
の

た
め

の
経

費
の

財
源

に
充
て
る
た
め
 

退
職
手
当
基
金
 

市
職

員
に

支
給

す
る

退
職

手
当

の
財

源
に

充
て

る
た
め
 

モ
ー

タ
ー

ボ
ー

ト
競

走
事
業
収
益
基
金
 

１
 

公
共

施
設

等
の

整
備

の
た

め
の

財
源

に
充

て
る
た
め
 

２
 

市
債

の
う

ち
公

共
施

設
等

の
整

備
の

た
め

に
発

行
し

た
も

の
の

償
還

の
財

源
に

充
て

る
た
め
 

 （
積
立
て
）
 

第
２
条
 
前
条
の
表
に
掲
げ
る
基
金
(
以
下
「
基
金
」
と
い
う
。
)
は
、
毎
年

度

次
の
各
号
に
掲

げ
る
基
金
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
を
積
み

立
て
る
。
 

(
1
)
 
財
政
調
整

基
金
、
減
債
基
金
、
地
域
振
興
基
金
及
び
退
職
手
当
基
金
 

一
般
会
計
歳

入
歳
出
予
算
で
定
め
る
額
 

(
2
)
 
略
 

２
 
略
 

（ 8 ）



大村市奨学金給付条例の改正概要（第１２号議案関係） 

１ 改正の理由等 

奨学金の給付については、学業の成績が特に優秀な者で、国内の大学に進学

する者を対象としている。 

スポーツ、文化芸術の分野の成績が特に優秀な者及び海外留学をする者も対

象とするよう、条例を改正する（詳細は以下のとおり）。 

〇 給付対象等のイメージ 

（改正前） （改正後） 

※ ①分野、②申請可能学年（年齢）、③奨学金額

２ 施行日 

令和４年４月１日 

国
内
の
大
学

①学業、スポーツ、文化芸術

②大学１年生～４年生

（３０歳未満）

③月額２万５千円

（年間３０万円）

海

外

留

学 

学
位
取
得
目
的

①学業、スポーツ、文化芸術

②大学１年生～４年生、

大学院生（３０歳未満） 

③年額１７０万円以内（例：

１５０万円＋最初の渡航時の

み２０万円) 

単
位
取
得
目
的

①学業、スポーツ、文化芸術

②大学１年生～４年生、

大学院生（３０歳未満） 

③２０万円（渡航時のみ）

国
内
の
大
学

①学業

②大学１年生

③月額５万円

（年間６０万円）
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大
村
市
奨
学
金
給
付
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
又
は
文
化
芸
術
の
分
野
に
お
け
る

成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
な
者
に
対
し
て
、
大
村
市
奨
学
金
（
以
下
「
奨

学
金
」
と
い
う
。
）
を

給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 （
受
給
資
格
）
 

第
２
条
 
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
 
学
校
教
育
法
（
昭
和

２
２
年
法
律
第
２
６
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

。
）

第
１

条
に

規
定

す
る

高
等

学
校

を
卒

業
す

る
月

又
は

こ
れ

に
相

当
す

る

も
の

と
し

て
市

長
が

定
め

る
月

の
初

日
ま

で
１

年
以

上
引

き
続

き
市

内

に
住

所
を

有
す

る
者

で
、

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
も

の
で

あ
る

こ

と
。
 

ア
 

奨
学

金
の

給
付

を
受

け
よ

う
と

す
る

年
度

の
初

日
以

後
引

き
続

き

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

イ
 
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
の
初
日
以
後
引
き
続
き
、

本
人

と
生

計
を

一
に

す
る

者
で

市
長

が
認

め
る

も
の

が
市

内
に

住
所

を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

ア
 
法
第
１
条
に
規
定
す
る
大
学
（
法
第
９
７
条
に
規
定
す
る
大
学
院
、

法
第

１
０

８
条

第
３

項
に

規
定

す
る

短
期

大
学

そ
の

他
規

則
で

定
め

る
も
の
を
除
く
。
以
下
「

国
内
大
学
」
と
い
う
。
）
に
在
学
す
る
者
で

あ
る
こ
と
。
 

イ
 

外
国

の
大

学
等

で
国

内
大

学
又

は
法

第
９

７
条

に
規

定
す

る
大

学

院
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
市
長
が
認
め
る
も
の
（
以
下
「
外
国
の
大

学
等
」
と
い
う
。
）
で
修
学
す
る
た
め
に
留
学
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
 

（
目
的
）
 

第
１
条
 
こ
の
条
例
は
、
学
業
成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な
者
に
対
し
て
、
大
村
市
奨
学
金
（
以
下

「
奨
学
金
」
と
い
う
。
）
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
用
な
人
材
を
育
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 

 （
受
給
資
格
）
 

第
２
条
 
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

(
1
)
 
奨

学
金

の
給

付
を

受
け

よ
う

と
す

る
年

度
の

初
日

ま
で

１
年

以
上

引

き
続

き
市

内
に

住
所

を
有

す
る

者
で

同
日

以
後

引
き

続
き

市
内

に
住

所

を
有
す
る
も
の
又
は
そ
の
子
女
で
あ
る
こ
と
。
 

       (
2
)
 
学
校
教
育
法
（
昭
和

２
２
年
法
律
第
２
６
号
）
に
規
定
す
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
）
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。
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改
正
後
 

改
正
前
 

(
3
)
 
奨
学
生
（
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
願

い
出
を
す
る
年
度
に
お
い
て
、
３
０
歳
未
満
の
者
で
あ
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
又

は
文
化
芸
術

の
分
野
に
お
け
る
成
績
が
特
に
優
秀

で
あ
る
も
の
と
し
て
規
則
で
定
め
る
基
準
を
満
た
す
者
で
あ
る
こ
と
。
 

(
5
)
～
(
7
)
 
略
 

   （
奨
学
金
の
額
）
 

第
３
条
 
奨
学
金
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。
 

(
1
)
 
国
内
大
学
に
在
学
す
る
者
 
月
額
２
５
，
０
０
０
円
 

(
2
)
 
外

国
の

大
学

等
で

修
学

す
る

た
め

に
留

学
す

る
者

で
学

位
の

取
得

を

目
的
と
す
る
も
の
 
年
額
１
，
７
０
０
，
０
０
０
円
の
範
囲
内
で
規
則
で

定
め
る
額
 

(
3
)
 
外

国
の

大
学

等
で

修
学

す
る

た
め

に
留

学
す

る
者

で
単

位
の

取
得

を

目
的
と
す
る
も
の
 
２
０
０
，
０
０
０
円
 

 （
給
付
期
間
等
）
 

第
４
条
 
奨
学
金
を
給
付
す
る
期
間
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応

じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る

期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
市
長
が
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

(
1
)
 
前
条
第
１
号
に
規
定
す
る
者
 
当
該
国
内
大
学
の
正
規
の
修
業
期
間
 

(
2
)
 
前

条
第

２
号

に
規

定
す

る
者

 
当

該
外

国
の

大
学

等
に

お
け

る
学

位

の
取
得
に
必
要
な
正
規
の
修
業
期
間
 

２
 
前
条
第
３
号
に
規
定
す
る
者
の
奨
学
金
に
つ
い
て
は
、
次
条
に
規
定
す
る

決
定
の
日
以
後
の
日
に
１
回
限
り
給
付
す
る
。
 

 

(
3
)
 
奨
学
生
（
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
願

い
出
の
際
、
大
学
の
第
１
学
年
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
学
業
成
績
が
特
に
優
秀
で
あ
る
こ
と
。
 

 (
5
)
～
(
7
)
 
略
 

(
8
)
 
大
学
そ
の
他
の
機
関
か
ら
奨
学
を
目
的
と
し
た
資
金
（
貸
与
さ
れ
る
も

の
を
除
く
。
）
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。
 

 （
奨
学
金
の
額
）
 

第
３
条
 
奨
学
金
の
額
は
、
月
額
５
万
円
と
す
る
。
 

        （
給
付
期
間
）
 

第
４
条
 
奨
学
金
を
給
付
す
る
期
間
は
、
奨
学
生
が

在
学
す
る
大
学
の
正
規
の

修
業
期
間
と
す
る
。
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大
村
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
表

第
１

（
第

３
条

関
係

）
 

名
称

 
区
域

 
略

 
新

大
村

駅
周

辺
地

区
整

備
計

画
区

域
 

都
市

計
画

法
第

２
０

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

告
示

さ
れ

た
大

村
都

市
計

画
地

区
計

画
新

大
村

駅
周

辺
地

区
計

画
の

区
域

の
う

ち
地

区
整

備
計

画
が

定
め

ら
れ

た
区

域
 

 

別
表
第
２
（
第
４
条
～
第
９
条
関
係
）
 

計 画 区 域 の 名 称
 

ア
 
イ
 

ウ
 
エ
 
オ
 

カ
 
キ
 

ク
 

地 区
 

建
築

し
て

は
な

ら

な
い
建
築
物
 

容 積 率 の 最 高 限 度
 

建 ぺ い 率 の 最 高 限 度
 

建
築

物
の

敷

地
面

積
の

最

低
限
度
 

壁 面 の 位 置 の 制 限
 

建
築

物
の

高
さ

の
最

高
限

度
 

建
築

物
の

各
部

分
の

高
さ

の
最

高
限

度
 

略
 

新 大 村 駅 周 辺

商 業 業 務 地 区
 

(
1
)
 
一

戸
建

て
の

住
宅
、
寄
宿
舎
、

下
宿

又
は

兼
用

住
宅
 

(
2
)
 
マ

ー
ジ

ャ
ン

屋
、

ぱ
ち

ん
こ

      

      

１
，

０
０

０

平
方

メ
ー

ト

ル
 

      

      

      

別
表
第
１
（
第
３
条
関
係
）
 

名
称

 
区
域

 
略

 
     別
表
第
２
（
第
４
条
～
第
９
条
関
係
）
 

計 画 区 域 の 名 称
 

ア
 
イ
 

ウ
 
エ
 
オ
 

カ
 
キ
 

ク
 

地 区
 

建
築

し
て

は
な

ら

な
い
建
築
物
 

容 積 率 の 最 高 限 度
 

建 ぺ い 率 の 最 高 限 度
 

建
築
物
の
敷

地
面
積
の
最

低
限
度
 

壁 面 の 位 置 の 制 限
 

建
築

物
の

高
さ

の
最

高
限

度
 

建
築

物
の

各
部

分
の

高
さ

の
最

高
限

度
 

略
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改
正
後
 

改
正
前
 

地 区 整 備 計 画 区 域
 

屋
、

射
的

場
、

勝
馬

投
票

券
発

売
所

、
場

外
車

券
売

場
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も
の
 

(
3
)
 
キ

ャ
バ

レ

ー
、

ナ
イ

ト
ク

ラ
ブ

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の
 

(
4
)
 
自

動
車

教
習

 
 

所
 

(
5
)
 
倉

庫
業

を
営

む
倉
庫
 

(
6
)
 
畜

舎
（

ペ
ッ

ト
シ

ョ
ッ

プ
、

動
物

病
院

そ
の

他
こ

れ
ら

に
類

す
る

も
の

を
除

く
。
）
 

(
7
)
 
工

場
（

自
家

販
売

の
た

め
に

食
品

製
造

業

（
食

品
加

工
業

を
含
む
。
）
を
営

む
パ

ン
屋

、
米

屋
、

豆
腐

屋
、
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改
正
後
 

改
正
前
 

菓
子

屋
そ

の
他

こ
れ

ら
に

類
す

る
も

の
を

除

く
。
）
 

(
8
)
 
法

別
表

第
２

（
と

）
項

第
２

号
か

ら
第

４
号

ま
で

に
掲

げ
る

建
築
物
 

(
9
)
 
風

俗
営

業
等

の
規

制
及

び
業

務
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
２

３
年

法
律

第
１

２
２

号
）

第
２

条
第

５
項

に
規

定
す

る
性

風
俗

関
連

特
殊

営
業

の
用

に
供

す
る

建
築

物
 

(
1
0
)
 
葬

儀
を

主

た
る

目
的

と
す

る
建
築
物
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大
村

市
市
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
新
旧
対
照
表
）

 

 改
正
後

 
 改

正
前

 
（
車
線
等
）
 

第
３
条
 
車
道
（
副
道
、
停
車
帯
、
自
転
車
通
行
帯
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
部
分

を
除
く
。
）
は
、
車
線
に

よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
３
種

第
５
級
又
は
第
４
種
第
４
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
～
４
 
略
 

５
 
第
３
種
第
５
級
又
は
第
４
種
第
４
級
の
普
通
道
路
の
車
道
（
自
転
車
通
行

帯

を
除
く
。
）
の
幅
員
は
、
４
メ
ー
ト
ル
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

普
通
道
路
の
計
画
交
通
量
が
極
め
て
少
な
く
、
か
つ
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の

特
別

の
理

由
に

よ
り

や
む

を
得

な
い

場
合

又
は

第
３

２
条

の
規

定
に

よ
り

車

道
に
狭
窄さ

く

部
を
設
け
る
場
合
に
お
い
て
は
、
３
メ
ー
ト

ル
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
 

 （
副
道
）
 

第
５
条
 
略
 

２
 
副
道
（
自
転
車
通
行
帯
を
除
く
。
）
の
幅
員
は
、
４
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
す

る
も
の
と
す
る
。
 

 （
自
転
車
通
行
帯
）
 

第
７
条
の
２
 
自
動
車
及
び
自
転
車
の
交
通
量
が
多
い
道
路
（
自
転
車
道
を
設

け

る
道
路
を
除
く
。
）
に
は
、
車
道
の
左
端
寄
り
（
停
車
帯
を
設
け
る
道
路
に
あ

っ
て
は
、
停
車
帯
の
右
側
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
自
転
車
通
行
帯
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 
２

 
自

転
車

の
交

通
量

が
多

い
道

路
又

は
自

動
車

及
び

歩
行

者
の

交
通

量
が

多

い
道
路
（
自
転
車
道
を
設
け
る
道
路
及
び
前
項
に
規
定
す
る
道
路
を
除
く
。
）

に
は
、
安
全
か

つ
円
滑
な

交
通
を
確
保
す
る
た
め
自
転
車
の
通
行
を
分
離
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
車
道
の
左
端
寄
り

に
自
転
車
通
行
帯
を
設
け

る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む

 （
車
線
等
）
 

第
３
条
 
車
道
（
副
道
、
停
車
帯
そ
の
他
規
則
で
定
め
る
部
分
を
除
く
。
）
は
、

車
線
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
第
３
種
第
５
級
又
は
第
４

種
第
４
級
の
道
路
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
～
４
 
略
 

５
 
第
３
種
第
５
級
又
は
第
４
種
第
４
級
の
普
通
道
路
の
車
道
の
幅
員
は
、
４

メ

ー
ト
ル
と
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
普
通

道
路
の
計
画
交
通
量
が
極

め
て
少
な
く
、
か
つ
、
地

形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得

な
い

場
合

又
は

第
３

２
条

の
規

定
に

よ
り

車
道

に
狭

窄さ
く

部
を

設
け

る
場

合
に

お
い
て
は
、
３
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

  （
副
道
）
 

第
５
条
 
略
 

２
 
副
道
の
幅
員
は
、
４
メ
ー
ト
ル
を
標
準
と
す
る
も
の
と
す
る
。
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 改
正
後

 
 改

正
前

 
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

３
 
自
転
車
通
行
帯
の
幅
員
は
、
１
．
５
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
地
形

の
状
況
そ

の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に

お
い
て
は
、
１
メ
ー
ト
ル
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 
自
転
車
通
行
帯
の
幅
員
は
、
当
該
道
路
の
自
転

車
の
交
通
の
状
況
を
考
慮
し

て
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

 （
自
転
車
歩
行
者
道
）
 

第
９
条
 
自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
道
路
（
自
転
車

道
又
は
自
転
車
通
行
帯
を
設

け
る
道
路
を
除
く
。
）
に
は
、
自
転
車
歩
行
者
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
も

の
と
す
る
。
た

だ
し
、
地

形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得

な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
～
４
 
略

 
 （
歩
道
）
 

第
１
０
条
 
第
４
種
（
第

４
級
を
除
く
。
）
の
道
路

（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設

け

る
道
路
を
除
く
。
）
、
歩
行

者
の
交
通
量
が
多
い
第
３

種
（
第
５
級
を
除
く
。
）

の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。
）
又
は
自
転
車
道
若
し

く
は

自
転

車
通

行
帯

を
設

け
る

第
３

種
若

し
く

は
第

４
種

第
４

級
の

道
路

に

は
、
そ
の
各
側
に
歩
道
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の

他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。
 

２
～
５
 
略

 
 （
待
避
所
）
 

第
３
０
条
 
第
３
種
第
５
級
の
道
路
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
待
避

所
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
交
通
に
及
ぼ

す
支
障
が
少
な
い
道
路
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

 
 

       （
自
転
車
歩
行
者
道
）
 

第
９
条
 
自
動
車
の
交
通
量
が
多
い
道
路
（
自
転
車
道
を
設
け
る
道
路
を
除
く
。
）

に
は
、
自
転
車
歩
行
者
道
を
道
路
の
各
側
に
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

地
形

の
状

況
そ

の
他

の
特

別
の

理
由

に
よ

り
や

む
を

得
な

い
場

合
に

お
い

て

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

２
～
４
 
略

 
 （
歩
道
）
 

第
１
０
条
 
第
４
種
（
第
４
級
を
除
く
。
）
の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け

る
道
路
を
除
く
。
）
、
歩

行
者
の
交
通
量
が
多
い
第
３
種
（
第
５
級
を
除
く
。
）

の
道
路
（
自
転
車
歩
行
者
道
を
設
け
る
道

路
を
除
く
。
）
又
は
自
転
車
道
を
設

け
る
第
３
種
若
し
く
は
第
４
種
第
４
級
の
道
路
に
は
、
そ
の
各
側
に
歩
道
を
設

け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
地
形
の
状
況
そ
の
他
の
特
別
の
理
由
に
よ
り
や

む
を
得
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

 ２
～
５
 
略

 
 （

待
避
所
）
 

第
３
０
条
 
第
３
種
第
５
級
の
道
路
に
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
待
避

所
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
交
通
に
及
ぼ

す
支
障
が
少
な
い
道
路
に

つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

(
1
)
・
(
2
)
 
略

 

（ 16 ）



 改
正
後

 
 改

正
前

 
(
3
)
 
待
避
所
の
長
さ
は
２
０
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
そ
の
区
間
の
車
道
（
自
転

車
通
行
帯
を
除
く
。
）
の
幅
員
は
５
メ
ー
ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と
。

 

 

（
小
区
間
改
築
の
場
合
の
特
例
）
 

第
３

９
条

 
道

路
の

交
通

に
著

し
い

支
障

が
あ

る
小

区
間

に
つ

い
て

応
急

措
置

と
し
て
改
築
を
行
う
場
合
（
次
項
に
規
定
す
る
改
築
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）

に
お
い
て
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
区
間
の
道
路
の
構
造
が
、
第
３
条
、
第
４

条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
、
第
５
条
、
第
７
条
、
第
７
条
の
２
第
３
項
、
第

８
条
第
３
項
、
第
９
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
１
０
条
第
３
項
及
び
第
４
項
、

第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
１
５
条
か
ら
第
２
２
条
ま
で
、
第
２
３
条

第
３

項
並

び
に

第
２

５
条

の
規

定
に

よ
る

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

た
め

こ

れ
ら

の
規

定
に

よ
る

基
準

を
そ

の
ま

ま
適

用
す

る
こ

と
が

適
当

で
な

い
と

認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

に
よ

る
基

準
に

よ
ら

な
い

こ
と

が
で

き

る
。
 

２
 

道
路

の
交

通
の

安
全

の
保

持
に

著
し

い
支

障
が

あ
る

小
区

間
に

つ
い

て
応

急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

道
路
の
状
況
等
か
ら
み
て

第
３
条
、
第
４
条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
、
第
５
条
、
第
６
条
第
２
項
、
第

７
条
、
第
７
条
の
２
第
３

項
、
第
８
条
第
３
項
、
第

９
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、

第
１
０
条
第
３
項
及
び
第
４
項
、
第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
１
９
条

第
１
項
、
第
２
１
条
第
２
項
、
第
２
３
条
第

３
項
、
次
条
第
１
項
及
び
第
２
項

並
び

に
第

４
１

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

基
準

を
そ

の
ま

ま
適

用
す

る
こ

と

が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

 
    

(
3
)
 
待
避
所
の
長

さ
は
２
０
メ
ー
ト
ル
以
上
と
し
、
そ
の
区
間
の
車
道
の
幅
員

は
５
メ
ー
ト
ル

以
上
と
す
る
こ
と
。
 

 （
小
区
間
改
築
の
場
合
の
特
例
）
 

第
３

９
条

 
道

路
の

交
通

に
著

し
い

支
障

が
あ

る
小

区
間

に
つ

い
て

応
急

措
置

と
し
て
改
築
を
行
う
場
合
（
次
項
に
規
定
す
る
改
築
を
行
う
場
合
を
除
く
。
）

に
お
い
て
、
こ
れ
に
隣
接
す
る
他
の
区
間
の
道
路
の
構
造
が
、
第
３
条
、
第
４

条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
、
第
５
条
、
第
７
条
、
第
８
条
第
３
項
、
第
９
条

第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
１
０
条
第
３
項
及
び
第
４
項
、
第
１
２
条
第
２
項
及

び
第
３
項
、
第

１
５
条
か
ら
第
２
２
条
ま
で
、
第
２
３
条
第
３
項
並
び
に
第
２

５
条

の
規

定
に

よ
る

基
準

に
適

合
し

て
い

な
い

た
め

こ
れ

ら
の

規
定

に
よ

る

基
準
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
こ

れ
ら
の
規
定
に
よ
る
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
 

 ２
 

道
路

の
交

通
の

安
全

の
保

持
に

著
し

い
支

障
が

あ
る

小
区

間
に

つ
い

て
応

急
措
置
と
し
て
改
築
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
当
該

道
路
の
状
況
等
か
ら
み
て

第
３
条
、
第
４
条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
、
第
５
条
、
第
６
条
第
２
項
、
第

７
条
、
第
８
条
第
３
項
、
第
９
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
１
０
条
第
３
項
及

び
第
４
項
、
第
１
２
条
第
２
項
及
び
第
３
項
、
第
１
９
条
第
１
項
、
第
２
１
条

第
２
項
、
第
２
３
条
第
３
項
、
次
条
第
１
項
及
び
第
２
項
並
び
に
第
４
１
条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

基
準

を
そ

の
ま

ま
適

用
す

る
こ

と
が

適
当

で
な

い
と

認

め
ら

れ
る

と
き

は
、

こ
れ

ら
の

規
定

に
よ

る
基

準
に

よ
ら

な
い

こ
と

が
で

き

る
。
 

    

（ 17 ）



大
村
市
手
数
料
条
例
（
新
旧
対
照
表
）
 

改
正
後
 

改
正
前
 

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）
 

項
 
手

数
料

を
徴

収
す

る
事

項
 

手
数

料
の
額
 

手
数

料
の

名
称
 

手
数

料
を

徴
収
す
る
事
務
 

略
 

１ ４
 

 

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
認

定
申

請
手

数
料
 

 

長
期

優
良

住
宅

の
普

及
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
２

０
年

法
律

第
８

７
号
。
以
下
「

長
期

優
良

住
宅

法
」

と
い

う
。
）
第
５
条

第
１

項
か

ら
第

５
項

ま
で

の
規

定
に

よ
る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
（

同
条

第
１

項
に

規
定

す
る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
を

い
う

。
以

下
同
じ
。
）
の
認

定
の

申
請

（
以

下
「

認
定

申
請

」
と

い
う
。
）
に
対

す
る
審
査

 
  

(
1
)
 
一
戸
建
て

の
住

宅
（

長
期

優
良

住
宅

の
普

及
の

促
進

に
関

す
る

法
律

施
行

規
則

（
平

成
２

１
年

国
土

交
通

省
令

第
３

号
。

以
下

「
長

期
優

良
住

宅
省

令
」

と
い
う
。
）
第

４
条

第
１

号
に

規
定

す
る

一
戸

建
て

の
住

宅
を

い
う

。
以

下
こ

の
項

及
び

次
項

に
お
い
て
同
じ

。
）

の
新
築
の
場

合
 

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
が

長
期

優
良

住
宅

法
第

６
条

第
１

項
第

１
号

に
適

合
し

て
い

る
こ

と
を

証
明

す
る

書
類
（

登
録

住
宅

性
能

評
価

機
関

（
住

宅
の

品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
１

１
年

法
律

第
８
１

号
。

以
下
「

住
宅

品
質

確
保

法
」

と
い

う
。
）
第
５

条
第

１
項

に
規

定
す

る
登

録
住

宅
性

能
評

価
機

関
を

い
う

。
以

下
同

じ
。
）
が

、
住

宅
品

質
確

保
法

第
６

条
の

２
第

３
項

の
規

定
に

基
づ

き
交

付
し

た
書

面
（

以
下

こ
の

項
及

び
次

項
に

お
い

て
「

確
認

１
件

に
つ
き

1
5
,
0
0
0
円
 

別
表
第
２
（
第
２
条
関
係
）
 

項
 
手

数
料

を
徴

収
す

る
事

項
 

手
数
料
の
額
 

手
数

料
の

名
称
 

手
数

料
を

徴
収
す
る
事
務
 

略
 

１ ４
 長

期
優

良
住

宅
建

築
等

計
画

認
定

申
請

手
数

料
 

長
期

優
良

住
宅

の
普

及
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
２

０
年

法
律

第
８

７
号

。
以
下
「

長
期

優
良

住
宅

法
」

と
い

う
。
）
第
５
条

第
１

項
か

ら
第

３
項

ま
で

の
規

定
に

よ
る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
（

同
条

第
１

項
に

規
定

す
る

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
を

い
う

。
以

下
同
じ
。
）
の
認

定
の

申
請

（
以

下
「

認
定

申
請

」
と

い
う
。
）
に
対

す
る
審
査

 

(
1
)
 
一
戸
建
て
の

住
宅

（
長

期
優

良
住

宅
の

普
及

の
促

進
に

関
す

る
法

律
施

行
規

則
（

平
成

２
１

年
国

土
交

通
省

令
第

３
号

。
以

下
「

長
期

優
良

住
宅

省
令

」
と

い
う
。
）
第
４
条

第
１

号
に

規
定

す
る

一
戸

建
て

の
住

宅
を

い
う

。
以

下
こ

の
項
、
次
項
、
２
０

の
項

か
ら

２
２

の
項

ま
で

に
お

い
て
同
じ
。
）
の

新
築
の
場
合
 

長
期

優
良

住
宅

建
築

等
計

画
が

長
期

優
良

住
宅

法
第

６
条

第
１

項
第
１
号
、
第

２
号
、
第
４
号
及
び

第
５

号
に

掲
げ

る
基

準
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
証

明
す

る
書

類
（
住
宅
の
品
質

確
保

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
平

成
１

１
年

法
律
第
８
１
号
。

以
下
「
住
宅
品
質

確
保

法
」

と
い

う
。
）
第
５
条
第

１
項

に
規

定
す

る
登

録
住

宅
性

能
評
価
機
関
（
以

下
「
登
録
住
宅
性

能
評
価
機
関
」
と

い
う
。
）
が
作
成

し
た

も
の

に
限

る
。
以
下
こ
の
項

及
び

次
項

に
お

い
て
「
適
合
証
」

と
い
う
。
）
の

提

１
件
に
つ
き

6
,
0
0
0
円
 

（ 18 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

                                    

書
」
と

い
う

。
）

又
は

同
条

第
４

項
の

規
定

に
基

づ
き

長
期

使
用

構
造

等
で

あ
る

か
ど

う
か

の
確

認
を

行
い
、
そ

の
結

果
を

記
載

し
た

住
宅

性
能

評
価

書
（

以
下

こ
の

項
及

び
次

項
に

お
い

て
「
確

認
済

住
宅

性
能

評
価

書
」
と

い
う

。
）
）

の
提

出
が

あ
る

場
合
 

            

 

確
認

書
及

び
確

認
済

住
宅

性
能

評
価

書
の

提
出

が
な

い
場
合
 

１
件

に
つ
き
 

6
1
,
0
0
0
円
 

(
2
)
 
新
築
の
時

に
長

期
優

良
住

宅
法

第
６

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

認
定

を
受

け

確
認

書
の

提
出

が
あ

る
場
合
 

   

１
件

に
つ
き
 

2
3
,
0
0
0
円
 

出
が
あ
る
場
合
 

               住
宅

品
質

確
保

法
第

６
条

第
１

項
に

規
定

す
る

設
計

住
宅

性
能

評
価
書
（
以
下
こ

の
項
、
次
項
、
２

０
の

項
及

び
２

１
の

項
に

お
い

て
「

性
能

評
価

書
」
と
い
う
。
）

の
提

出
が

あ
る

場
合
 

１
件
に
つ
き

1
4
,
0
0
0
円
 

適
合

証
及

び
性

能
評

価
書

の
提

出
が
な
い
場
合
 

 

１
件
に
つ
き

 
5
1
,
0
0
0
円
 

(
2
)
 
新
築
の
時
に

長
期

優
良

住
宅

法
第

６
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
認

定
を

受
け

適
合

証
の

提
出

が
あ
る
場
合

 

   

１
件
に
つ
き

 
8
,
0
0
0
円
 

（ 19 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

て
い

な
い

既
存

の
一

戸
建

て
の

住
宅

の
増

築
又

は
改
築
の
場

合
 確

認
書

の
提

出
が

な
い

場
合
 

  

１
件

に
つ
き
 

8
6
,
0
0
0
円
 

(
3
)
 
共
同

住
宅

等
（
長
期

優
良

住
 

宅
省

令
第

４
条

第
２

号
に

規
定

す
る

共
同

住
宅

等
を

い
う

。
以

下
こ

の
項

及
び

次
項

に
お

い
て

同
じ
。
）
の

新
築

の
場
合

 
 

確
認

書
又

は
確

認
済

住
宅

性
能

評
価

書
の

提
出

が
あ

る
場
合
 

  

１
件

に
つ
き
 

2
8
,
0
0
0
円
 

  

確
認

書
及

び
確

認
済

住
宅

性
能

評
価

書
の

提
出

が
な

い
場
合
 

１
件

に
つ
き
 

1
3
4
,
0
0
0
円
 

(
4
)
 
新
築
の
時

に
長

期
優

良
住

宅
法

第
６

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
る

認
定

を
受

け
て

い
な

い
既

存
の

共
同

住
宅

等
の

増
築

又
は

改
築
の
場
合

 

確
認

書
の

提
出

が
あ

る
場
合
 

  

１
件

に
つ
き

 
4
2
,
0
0
0
円
 

確
認

書
の

提
出

が
な

い
場
合
 

  

１
件

に
つ
き

 
2
0
1
,
0
0
0
円
 

１ ５
 長

期
優

良
住

宅
建

築
等

計
画

変
更

認
定

申
請

手
数

料
 

長
期

優
良

住
宅

法
第

８
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
長

期
優

良
住

宅
建

築
等

計
画

の
変

更
の

認
定

の
申

請
（

以
下

「
変

更
認

定
申

請
」

と
い

う
。
）
に
対
す

る
審

査
（

次
項

に
該

当
す

(
1
)
 
令
和
４
年

２
月

１
９

日
以

前
に

長
期

優
良

住
宅

法
第

６
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
認

定
を

受
け

た
も

の
（

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
「

旧
基

準
認

定
住

宅
」

と
い
う
。
)
の

一
戸

建
て

の
住

宅
の

新
築
の

場
合

 

登
録

住
宅

性
能

評
価

機
関

が
当

該
長

期
優

良
住

宅
建

築
等

計
画

が
長

期
優

良
住

宅
法

第
６

条
第

１
項

各
号
（

第
３

号
及

び
第

４
号

を
除

く
。
）
に

掲
げ

る
基

準
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
証

す
る

書
類
（

以
下
こ

の
項

に
お

い
て
「

適
合

１
件

に
つ
き

 
 

3
,
5
0
0
円
 

   

て
い

な
い

既
存

の
一

戸
建

て
の

住
宅

の
増

築
又

は
改
築
の
場
合
 

適
合

証
の

提
出

が
な
い
場
合
 

１
件
に
つ
き

 
6
4
,
0
0
0
円
 

(
3
)
 
共
同
住
宅
等

（
長

期
優

良
住

宅
省

令
第

４
条

第
２

号
に

規
定

す
る

共
同

住
宅

等
を

い
う

。
以

下
同
じ
。
）
の
新

築
の
場
合

 

適
合

証
の

提
出

が
あ
る
場
合
 

  

１
件
に
つ
き

 
1
2
,
0
0
0
円
 

性
能
評
価
書
の
提

出
が
あ
る
場
合
 

１
件
に
つ
き

 
5
1
,
0
0
0
円
 

適
合
証
及
び
性
能

評
価
書
の
提
出
が

な
い
場
合
 

 

１
件
に
つ
き

 
1
1
2
,
0
0
0
円
 

(
4
)
 
新
築
の
時
に

長
期

優
良

住
宅

法
第

６
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
認

定
を

受
け

て
い

な
い

既
存

の
共

同
住

宅
等

の
増

築
又

は
改

築
の
場
合

 

適
合

証
の

提
出

が
あ
る
場
合
 

  

１
件
に
つ
き
 

1
7
,
0
0
0
円
 

適
合

証
の

提
出

が
な
い
場
合
 

  

１
件
に
つ
き

 
1
5
3
,
0
0
0
円
 

１ ５
 長

期
優

良
住

宅
建

築
等

計
画

変
更

認
定

申
請

手
数

料
 

長
期

優
良

住
宅

法
第

８
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
長

期
優

良
住

宅
建

築
等

計
画

の
変

更
の

認
定

の
申

請
（

以
下

「
変

更
認

定
申

請
」

と
い

う
。
）
に
対
す

る
審

査
（

次
項

に
該

当
す

(
1
)
 
一
戸
建
て
の

住
宅

の
新

築
の

場
合
 

適
合

証
の

提
出

が
あ
る
場
合
 

  

１
件
に
つ
き

 
3
,
0
0
0
円
 

            

（ 20 ）



改
正
後
 

改
正
前
 

る
場

合
を

除
く
。
）

 
証

」
と

い
う

。
）

の
提

出
が

あ
る

場
合
 

住
宅

品
質

確
保

法
第

６
条

第
１

項
に

規
定

す
る

設
計

住
宅

性
能

評
価

書
（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
性

能
評
価

書
」

と
い

う
。
）
の

提
出

が
あ

る
場

合
 

１
件

に
つ
き

 
9
,
5
0
0
円
 

       
適

合
証

及
び

性
能

評
価

書
の

提
出

が
な

い
場

合
 

１
件

に
つ
き

 
3
0
,
0
0
0
円
 

(
2
)
 
令
和
４
年

２
月

２
０

日
以

後
に

長
期

優
良

住
宅

法
第

６
条

第
１

項
の

規
定

に
基

づ
く

認
定

を
受

け
た

も
の

（
以

下
こ

の
項

に
お

い
て

「
新

基
準

認
定

住
宅
」
と
い
う
。
)

の
一

戸
建

て
住

宅
の

新
築

の
場

合
 

確
認

書
又

は
確

認
済

住
宅

性
能

評
価

書
の

提
出

が
あ

る
場
合
 

１
件

に
つ
き

7
,
5
0
0
円
 

確
認

書
及

び
確

認
済

住
宅

性
能

評
価

書
の

提
出

が
な

い
場
合
 

１
件

に
つ
き

3
0
,
5
0
0
円
 

(
3
)
 
旧
基
準
認

定
住

宅
で

、
新

築
の

時
に

長
期

優
良

住
宅

法
第

６
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

る
認

定
を

受
け

て
い

な
い

既
存

の
一

戸

適
合

証
の

提
出

が
あ

る
場
合

 
      

１
件

に
つ
き

 
5
,
5
0
0
円

 

る
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工事請負契約の変更について（第１６号議案関係） 

 

１ 工 事 名   新大村駅周辺地区東口駅前広場ガレリア建築工事 

２ 契約の相手方   髙瀬建設・県央グリーン開発特定建設工事共同企業体 

           代表者 大村市岩松町２６番地１ 

               髙瀬建設株式会社 

               代表取締役 髙瀬 邦彦 

３ 変 更 理 由    隣接する他の工事との工程の調整が必要となったことによ

り、竣工期限を延長するとともに、当該延長に伴い、現場管理

費等の工事費用を増額するため。 
４ 経 過  

 契約金額 変更金額 工期 

当初契約 

（令和3年9月21日議決） 

 
182,000,500円 － 

令和 3年 10月 1日から 
令和 4年 3月 31日まで 

今回変更契約 187,063,800円  5,063,300円 
令和 3年 10月 1日から 

令和 4年 7月 29日まで 
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工事請負契約の変更について（第１７号議案関係） 

 

１ 工 事 名   新大村駅周辺地区東口駅前広場シェルター建築工事 

２ 契約の相手方   岡山建設・小森組特定建設工事共同企業体 

           代表者 大村市杭出津３丁目４１８番地１ 

               岡山建設株式会社 

               代表取締役 岡山 修 

３ 変 更 理 由    隣接する他の工事との工程の調整が必要になったことによ

り、竣工期限を延長するとともに、当該延長に伴い、現場管理

費等の工事費用を増額するため。 
４ 経 過  

 契約金額 変更金額 工期 

当初契約 
（令和3年9月21日議決） 

 

182,917,900円 － 
 
令和 3年 10月 1日から 

令和 4年 3月 31日まで 

今回変更契約 187,995,500円  5,077,600円 令和 3年 10月 1日から 

令和 4年 7月 29日まで 
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大村市創業・交流支援施設の概要（第３６号議案関係） 

１ 設置場所 

  中心市街地複合ビル１階（大村市本町４５８番地２） 

２ 休館日 

(1) 日曜日、土曜日及び祝日

(2) １２月２９日から翌年１月３日まで

(3) 市長が管理上必要と認める日

３ 使用時間 

  午前１０時から午後５時まで 

４ 利用対象者 

(1) 創業希望者（創業塾受講生、大村市産業支援センター相談者等）

(2) 創業支援を受けた者（創業塾卒業生、大村市産業支援センターにおいて支

援を受けた者等）

５ 施設概要 

(1) テーブル、椅子、書籍棚、掲示板等

(2) 面積 ７８．４７㎡

(3) 使用料は無料

大村市産業支援センター
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